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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 15日 (2006.8.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 続 い て 、 負 極 活 物 質 １ ２ の 表 面 の 少 な く と も 一 部 に 炭 酸 リ チ ウ ム か ら な る 被 膜 １ ３ を
形 成 す る 。 炭 酸 リ チ ウ ム を 形 成 す る 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 金 属 リ チ ウ ム を 吸 蔵 さ せ た 負
極 活 物 質 層 １ ２ に 二 酸 化 炭 素 を 含 む 不 活 性 化 ガ ス を 接 触 さ せ て 形 成 し て も よ い 。 例 え ば 、
負 極 活 物 質 層 １ ２ に リ チ ウ ム を 吸 蔵 さ せ る 方 法 と し て 真 空 蒸 着 法 を 用 い た 場 合 に は 、 真 空
槽 内 に 配 置 さ れ た リ チ ウ ム を 吸 蔵 し た 負 極 活 物 質 層 １ ２ に 直 接 二 酸 化 炭 素 を 含 む 不 活 性 化
ガ ス を 吹 き つ け て 形 成 し て も よ い し 、 真 空 槽 内 を 二 酸 化 炭 素 を 含 む 不 活 性 化 ガ ス に 置 換 し
て 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 負 極 活 物 質 層 １ ２ に 金 属 リ チ ウ ム を 吸 蔵 さ せ な が ら 、 そ の 一 部
を 順 次 、 二 酸 化 炭 素 を 含 む 不 活 性 化 ガ ス と 接 触 さ せ て 形 成 す る よ う に し て も よ い 。 但 し 、
負 極 活 物 質 層 １ ２ へ の 金 属 リ チ ウ ム の 吸 蔵 に 悪 影 響 を 与 え な い よ う に 、 金 属 リ チ ウ ム を 吸
蔵 さ せ る 槽 と 真 空 槽 と を 分 離 す る よ う な 構 造 が 必 要 で あ る 。 な お 、 こ れ ら の 処 理 は 、 金 属
リ チ ウ ム を 負 極 活 物 質 層 １ ２ に 吸 蔵 し た の ち 、 真 空 槽 の 内 部 を 常 圧 に 戻 さ ず に 連 続 的 に 行
う の が 簡 便 で あ る の で 好 ま し い 。 こ れ に よ り 図 １ に 示 し た 負 極 １ ０ が 得 ら れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 気 相 法 に よ り 金 属 リ チ ウ ム を 堆 積 さ せ て リ チ ウ ム を 吸 蔵 さ せ る よ う に す れ ば 、 金
属 リ チ ウ ム を 堆 積 さ せ る 過 程 に お い て リ チ ウ ム を 吸 蔵 さ せ る こ と が で き 、 取 り 扱 い を 容 易
に す る こ と が で き る 。 ま た 、 吸 蔵 さ せ る リ チ ウ ム 量 を 容 易 に 制 御 す る こ と が で き る と 共 に
、 大 面 積 に わ た っ て 均 一 に リ チ ウ ム を 吸 蔵 さ せ る こ と が で き る 。 更 に 、 負 極 活 物 質 層 １ ２
を 気 相 法 に よ り 成 膜 す る 場 合 に は 、 負 極 活 物 質 １ ２ の 成 膜 と リ チ ウ ム の 吸 蔵 工 程 と を 連
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続 し て 行 う こ と も で き 、 製 造 工 程 の 簡 素 化 を 図 る こ と が で き る 。
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